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世代を超えて運動会
　子育て支援センター「ほのぼの」の運動会と丸山老人クラブの
スポーツ大会を合同でおこないました。
　表紙写真詳細は6Ｐ

特集　第１０回南房総市産業まつり
避難所・防災情報を確認しましょう
農業者年金に加入しませんか
エコ★ニュース
今月の掲示板



2 2018年11月号

ホワイトビーチのステージ

会場を盛り上げる祭囃子

地元や友好都市の特産品販売 荘厳な雰囲気で行われる庖丁式（写真は高家神社）

建前餅投げで大盤振る舞い

秋
の
南
房
総
を
満
喫

産
業
ま
つ
り
に
行
っ
て
み
よ
う

特集

　

第
10
回
南
房
総
市
産
業
ま
つ
り
を
11
月

25
日（
日
）に
開
催
し
ま
す
。

　

地
域
の
農
産
物
や
海
産
物
の
展
示
即
売
、

友
好
都
市
の
特
産
品
の
販
売
の
ほ
か
に
も
、

千
倉
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
地
域
貢
献
ア

イ
ド
ル「
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
」の
ス
テ
ー
ジ
、

庖
丁
式
、
建
前
餅
投
げ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
産
業
ま
つ
り
と
あ
わ
せ
て
、
千

倉
町
大
貫
地
区
の
小
松
寺
で
紅
葉
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
福
引
大
会
、
餅
つ
き

大
会
、
豚
汁
の
接
待
、
農
産
物
の
直
売
な

ど
、
地
元
住
民
に
よ
る
催
し
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

産
業
ま
つ
り
会
場
の
千
倉
漁
村
セ
ン

タ
ー
と
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
小
松
寺
の

３
か
所
を
結
ぶ
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
産
業
ま
つ
り
終
了
後
の
午
後

３
時
30
分
か
ら
は
、
千
倉
総
合
運
動
公
園

（
千
倉
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）に
て
、
プ

ロ
レ
ス
大
会「
千
葉
発
見
伝 

in 

南
房
総
」が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
の
産
業
ま
つ
り
で
、

秋
の
一
日
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る



32018年11月号　

大人も子どもも夢中になる
木工教室

紅葉まつりの会場となる小松
寺は開基1300年を迎えます
（詳細は14ページで）

　

産
業
ま
つ
り
の
会
場
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
特
設

ブ
ー
ス
を
開
設
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た
無

料
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

特
設
ブ
ー
ス
で
は
、
マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
を
限
定
２
０
０
名
様
に
差
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら

に
、
申
請
を
い
た
だ
い
た
人
に
は
、
限
定
レ
ア
グ
ッ
ズ

「
マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
エ
コ
バ
ッ
ク
」も
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
申

請
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
必
要
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

時
間　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

必
要
書
類　

通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
て
い
る
交
付
申

請
書

所
要
時
間　

約
15
分

カ
ー
ド
の
お
渡
し　

　

約
１
か
月
後
に
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
暗
証

番
号
を
設
定
す
る
た
め
、
受
け
渡
し
は
、
本
庁
市
民
課

ま
た
は
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
際
は
、
本
人
確
認
書
類
で
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
付
き
の
も
の
は
１
点
、
健
康

保
険
証
や
年
金
手
帳
な
ど

顔
写
真
が
な
い
も
の
は
２

点
が
必
要
で
す
。

　

市
民
課　

　
　

☎
33
―
１
０
５
１

特
別
ブ
ー
ス
で
無
料
申
請
受
付
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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市
が
開
設
す
る
避
難
所
に
つ
い
て

　

台
風
が
接
近
す
る
前
な
ど
に
、
早
め
に

安
全
な
時
間
帯
に
自
主
的
に
避
難
す
る
人

や
、「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」

の
発
令
を
受
け
て
避
難
す
る
人
の
た
め
に
、

市
で
は
広
域
避
難
所
以
外
の
避
難
場
所
を

初
期
開
設
し
ま
す
。
広
域
避
難
所
は
、
ほ

と
ん
ど
が
体
育
館
の
た
め
、
初
期
開
設
す

る
避
難
場
所
は
和
室
が
利
用
で
き
る
次
の

施
設
で
す
。

　

避
難
す
る
場
合
に
は
、
身
支
度
を
整
え
、

周
囲
の
安
全
を
確
認
し
て
行
動
し
て
く
だ

さ
い
。

防
災
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

避
難
所
開
設
や
避
難
情
報
な
ど
の
防
災

情
報
は
、
防
災
行
政
無
線
、
安
全
・
安
心

メ
ー
ル
、
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
の

戸
別
受
信
機
に
は
、
停
電
時
用
の
乾
電
池

が
入
っ
て
い
ま
す
。
電
池
切
れ
に
な
る
と
ア

ラ
ー
ム
が
鳴
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
電

池
の
交
換
を
し
て
く
だ
さ
い
。

放
送
内
容
を
電
話
で
聞
き
た
い
と
き
は

　

防
災
行
政
無
線
の
放
送
が
よ
く
聞
こ
え

な
か
っ
た
場
合
や
、
内
容
の
確
認
を
し
た

い
と
き
は
、
電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス

　

☎
36
―
１
９
０
０

　
（
24
時
間
以
内
の
放
送
に
限
り
ま
す
）

避
難
情
報
の
種
類

　

災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
と
き
発
令

さ
れ
る
避
難
情
報
は
３
種
類
あ
り
ま
す
。

〇
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

　

避
難
勧
告
等
が
発
令
さ
れ
た
ら
す
ぐ
避

難
で
き
る
よ
う
に
、
持
出
品
の
確
認
な
ど
、

準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

避
難
に
時
間
が
か
か
る
人
や
そ
の
支
援

者
は
避
難
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。
市
は
初

期
開
設
避
難
場
所
を
開
設
し
ま
す
。

〇
避
難
勧
告

　

災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た

と
き
に
発
令
し
ま
す
。
速
や
か
に
避
難
を

開
始
し
て
く
だ
さ
い
。
市
は
一
部
の
広
域
避

難
所
を
開
設
し
ま
す
。

〇
避
難
指
示（
緊
急
）

　

人
的
被
害
の
発
生
が
非
常
に
高
ま
っ
て

い
る
場
合
に
発
令
し
ま
す
。
安
全
な
場
所

へ
緊
急
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い

【
注
意
】

・ 

風
水
害
に
よ
り
避
難
勧
告
、
避
難
指
示

避
難
所
・
防
災
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

（
緊
急
）が
発
令
さ
れ
た
と
き
で
も
、
自

宅
外
へ
の
避
難
が
危
険
な
場
合
は
、
屋

内
の
よ
り
安
全
な
場
所（
崖
か
ら
遠
い

２
階
の
部
屋
な
ど
）に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。

・ 

津
波
の
避
難
は
、
広
域
避
難
所
で
は
な

く
、
よ
り
高
く
、
よ
り
遠
い
と
こ
ろ
を

目
指
し
て
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

市
か
ら
の
避
難
情
報
が
出
て
い
な
く
て

も
、
身
の
危
険
を
感
じ
た
場
合
は
早
め

に
安
全
な
場
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

ゲ
リ
ラ
雷
雨
で
は
気
象
庁
の
警
報
発
表

が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

 

　

消
防
防
災
課　

33
―
１
０
５
２

初期開設避難場所
地区 施設
富浦 とみうら元気倶楽部

富山 富山ふれあいコミュニティセンター
（旧富山公民館）

三芳 三芳分庁舎（三芳農村環境改善セ
ンター改修工事終了までの間）

白浜 白浜コミュニティセンター
千倉 ちくら介護予防センターゆらり
丸山 丸山分庁舎・公民館
和田 和田コミュニティセンター

安全安心メール配信登録方法
「aam-reg@anzenlife.jp」へ空メールを送信します。

送信後、登録用メールが届いたら、URLをクリック
し、登録画面に進んでください。

氏名を入力後、希望するメール
（防犯・防災）を選択し、登録し
てください。

登録が完了し、登録完了メール
が届きます。

1.

2.

3.

4.
登録用ＱＲコード

情報をいち早くお届け
　南房総市は、ヤフー㈱と災害協定を結んでい
ます。災害時の迅速な情報発信に努めます。
　｢Yahoo!防災速報｣のご利用には、あらかじめ無
料アプリのダウンロードが必要です。
https://emg.yahoo.co.jp/

ダウンロード用
ＱＲコード

・災害情報をプッシュ通知でお知らせ
・避難所などの防災情報を掲載
・市のホームページに障害が発生した
　際に、「Yahoo!ブログ」で情報発信
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区分 必要な要件 35歳未満 35歳以上
１ 認定農業者で青色申告者 10,000 円 6,000 円
２ 認定就農者で青色申告者 10,000 円 6,000 円

３ 区分１か区分２の人と家族経営協定を締
結している配偶者・後継者 10,000 円 6,000 円

４ 認定農業者か青色申告者で、３年以内に
両方満たすことを約束した者 6,000 円 4,000 円

５ ３５歳までに認定農業者で青色申告者に
なることを約束した後継者 6,000 円 なし

保険料の国庫補助額（月額２万円に対する補助額）

※ 区分３及び区分５の後継者は、農業経営者の直系の血縁関係を有する人
　（直系卑属）となります。

農業者年金は、制度が変わりました
　農業者年金は、平成14年１月に制度が見直され、若い農業者
が払い込んだ保険料を高齢者に支給する仕組み（賦課方式）から
自分が積み立てた額を将来、自分が年金としてもらえる仕組み
（積立方式）に変わっています。
　65歳の農業者年金裁定時に、自分の年金原資（支払った年金
保険料と運用収入の総額）がこれまで自分が支払った保険料合
計額を下回る場合は、独立行政法人 農業者年金基金で管理さ
れている付利準備金でマイナス分が補填されます。（支払合計額
を下回ることはありません。）

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
た
め
の
年

金
で
す
。
農
業
者
が
老
後
の
生
活
を
安
心

し
て
送
れ
る
よ
う
、
国
民
年
金（
基
礎
年

金
）に
上
乗
せ
し
た
公
的
年
金
で
、
自
分
で

積
み
立
て
た
額
に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年

金
額
が
決
ま
る「
積
立
方
式
」に
な
っ
て
い
ま

す
。
種
類
は
、
通
常
加
入
と
政
策
支
援
加

入
の
２
種
類
が
あ
り
、
支
払
う
年
金
保
険

料
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
受
け
取
る
年
金
も
公

的
年
金
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
者
年
金
の
加

入
推
進
活
動
の
た
め
、
戸
別
訪
問
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
相
談
を
希
望
す
る

人
は
、
地
域
の
農
業
委
員
や
農
地
利
用
最

適
推
進
委
員
、
農
業
委
員
会
事
務
局
な
ど

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

加
入
要
件

　

次
の
３
つ
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、
誰

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

②
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人

③ 

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る

人
※ 

配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家
族
農
業
従
事

者
も
加
入
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
加
入

時
に
は
、
国
民
年
金
の
付
加
年
金（
月
額

４
０
０
円
）に
加
入
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

保
険
料　

　

月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
０
０
０
円
ま

で
、
千
円
単
位
で
自
由
に
金
額
を
決
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
入
後
は
、
金
額
を

い
つ
で
も
変
更
で
き
ま
す
。

加
入
申
込　

　

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
Ｊ
Ａ
安
房

の
各
支
店
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

年
金
の
受
給　

　

年
金
は
、
原
則
65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
60
歳
か
ら

繰
上
げ
請
求
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

保
険
料
の
国
庫
補
助（
政
策
支
援
）

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い
る

な
ど
の
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
に

は
、
月
額
保
険
料
２
万
円
の
う
ち
国
か
ら

最
高
１
万
円
の
保
険
料
補
助
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
こ
の
国
庫
補
助
額
は
、
農
地
な
ど

の
経
営
継
承
を
す
る
こ
と
で
、
原
則
65
歳

か
ら
特
例
付
加
年
金
と
し
て
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
政
策
支
援
の
加
入
要
件
】

① 

60
歳
ま
で
に
保
険
料
納
付
期
間
な
ど
が

20
年
以
上
見
込
ま
れ
る
。

② 

必
要
経
費
控
除
後
の
農
業
所
得（
配
偶
者

や
後
継
者
の
場
合
は
、
支
払
を
受
け
た

給
料
な
ど
）が
９
０
０
万
円
以
下

③ 

次
の
表
の
い
ず
れ
か
の
区
分
に
該
当
す

る
人

　

 

　

農
業
委
員
会
事
務
局　

　
　
　

 

☎
33
―
１
０
８
１

〜
農
業
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？
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今月の表紙

　10月16日（火）に丸山体育館で、子育て支援セ
ンター「ほのぼの」の運動会と老人クラブ丸山支
部スポーツ大会が合同で開催されました。
　親子で触れ合う競技やみんなで協力しあう種目
を通して、世代を超えた交流を楽しみました。
　子どもたちの成長を多くの大人たちが見守った
運動会は、絶えず笑顔があふれるものになりまし
た。

　

10
月
16
日（
火
）に
、
第
65
回
千
葉
県
乳
牛

共
進
会
が
、
千
葉
市
千
葉
家
畜
市
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
か
ら
は
、
朝
夷
地
区
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
、
平
郡
地
区
乳
用
種
牛
共
進
会
、
安
房

郡
市
乳
牛
共
進
会
で
優
秀
な
成
績
で
勝
ち
上

が
っ
て
き
た（
同
）フ
ァ
ー
ム
イ
ケ
ダ
の
牛
２

頭
、
田
山
善
男
さ
ん
の
牛
１
頭
、
角
田
勲
さ

ん
の
牛
１
頭
、
安
房
拓
心
高
等
学
校
の
牛
２

頭
、
庄
司
学
さ
ん
の
牛
１
頭
の
計
７
頭
が
選

抜
出
場
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
出
場
の（
同
）フ
ァ
ー
ム
イ
ケ
ダ
は

金
賞
１
席
、
第
３
部
出
場
の
安
房
拓
心
高
等

学
校
は
優
等
賞
１
席
、
第
４
部
出
場
の
庄
司

さ
ん
は
金
賞
２
席
、
第
５
部
出
場
の（
同
）

フ
ァ
ー
ム
イ
ケ
ダ
は
銀
賞
２
席
、
第
６
部
出

場
の
田
山
さ
ん
は
銀
賞
２
席
、
第
８
部
出
場

の
安
房
拓
心
高
等
学
校
は
優
等
賞
１
席
、
第

10
部
出
場
の
角
田
さ
ん
は
銀
賞
３
席
と
い
う

結
果
で
し
た
。

　

安
房
拓
心
高
等
学
校
の
牛
２
頭
は
11
月

20
日
・
21
日
に
群
馬
県
で
開
催
さ
れ
る
関
東

地
区
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
に
出
場
し
ま

す
。

　

10
月
10
日（
水
）、
平
成
30
年
度
行
政
相

談
委
員
総
務
大
臣
表
彰
式
が
東
京
・
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
多
年
に
わ
た
る

行
政
相
談
委
員
と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
武
内
章
さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

武
内
さ
ん
は
、
平
成
13
年
に
総
務
大
臣
か

ら
行
政
相
談
委
員
を
委
嘱
さ
れ
て
以
降
、
現

在
ま
で
17
年
６
月
の
間
、
国
な
ど
が
取
り
扱

う
行
政
に
関
す
る
苦
情
の
解
決
に
尽
力
し
て

き
ま
し
た
。

　

総
務
大
臣
表
彰
は
全
国
約
５
０
０
０
人
の

行
政
相
談
委
員
の
中
か
ら
１
０
０
人
、
千
葉

県
内
か
ら
は
、
武
内
さ
ん
を
含
む
４
人
が
受

賞
し
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
課
で
は
、
平
成
30
年
度
ス
ポ
ー

ツ
振
興
く
じ（
ス
ポ
ー
ツ
く
じtoto

・BIG

）の

助
成
金
を
活
用
し
て
、
富
浦
体
育
館
・
富
山

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
丸
山
体
育

館
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
タ
ー

（
電
光
得
点
表
示
装
置
）１
台
を
購
入
し
ま

し
た
。
各
種
大
会
な
ど
で
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
大
会
な
ど
で
利

用
を
希
望
す
る
場
合
に

は
、
事
前
に
生
涯
学
習
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

 

　

生
涯
学
習
課

　
　

☎
46
―
２
９
６
４

安
房
拓
心
高
等
学
校
２
頭
が

関
東
大
会
へ

行
政
相
談
委
員
総
務
大
臣
表
彰

ス
ポ
ー
ツ
く
じtoto

・B
IG

の
助
成
事
業
を
活
用
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
タ
ー
購
入 優等賞を獲得した安房拓心高校の乳牛

石井市長(左)に受賞報告をする武内さん
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市
で
は
、
10
月
10
日（
水
）か
ら
26
日（
金
）

ま
で
市
内
７
会
場
で
市
政
懇
談
会
を
開
催
し
、

合
計
６
８
１
人
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
政
懇
談
会
は
、
市
長
お
よ
び
市
職
員

が
各
地
に
伺
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
の

現
状
を
説
明
し
、
話
し
合
う
場
を
設
け
、
皆

さ
ん
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、「
子
育
て
世
代
の
増
加
」を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
た
今
年
度
事
業
を
中
心
に
、
一

般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備
や
医
療
環
境

の
見
直
し
な
ど
も
市
長
か
ら
説
明
。
参
加
者

か
ら
は
、
市
長
の
説
明
に
対
す
る
質
問
や
市

政
へ
の
提
言
な
ど
も
あ
り
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
27
日（
土
）、
道
の
駅「
三
芳
村
」鄙
の

里
で
第
12
回
み
よ
し
の
夜
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

有
志
で
つ
く
る
三
芳
緑
染
会
が
主
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
チ
ア
ダ
ン
ス
、

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
太
鼓
演
奏
な
ど
を
目

当
て
に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く

の
観
客
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
緑
染
会
の
特
製

ね
ぷ
た
と
地
元
千
代
の
屋
台
が
競
演
。
花
火

も
打
ち
上
げ
ら
れ
、
華
や
か
に
秋
の
夜
空
を

彩
り
ま
し
た
。

　 10月１日（月）および３日（水）の2日間、嶺南中学校（１学年
60人）では、総合学習の「職業学習」の一環として、特に地域と
かかわりのある水産業の知識を深めるため、東安房漁業協同組
合および千葉県の協力を得て水産教室を開催しました。
　初日は、「千葉県の栽培漁業の現状と水産業について」と題し
て、千葉県水産振興公社白浜事業所長による講話がありまし
た。ヒラメの生態が、小さいうちは普通のお魚のように泳いで
いるが大きくなるにつれて目が横に移りフラットフィッシュに
なることなど生命の不思議などを学習しながら、現在の栽培漁
業の現状やヒラメ・タイの稚魚や、アワビの稚貝などを毎年放
流して資源の維持・増加を進めていることなど水産業の全般を
学習しました。　
　２日目には、班ごとに別れ千葉県漁業調査船のふさみ丸の乗
船体験や漁具の使い方、ロープワークさらには千葉県水産総合
研究センターの各研究室で研究している内容や、アワビの稚貝
の育成などを見学したり、漁協の婦人部による魚職体験の塩辛
づくりをおこないました。南房総市の基幹産業の水産業を知る
とても貴重な体験をしました。

市
内
７
会
場
で
市
政
懇
談
会

第
12
回
み
よ
し
の
夜
ま
つ
り

第1回嶺南中学校水産教室

アワビの養殖について説明

ロープワーク体験

ふさみ丸船員より漁具の説明

10月10日(水)、千倉保健センターで開催した
市政懇談会のようす

緑染会が「日本の祭り」をテーマにしたアトラクションで
ステージを盛り上げました
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～「かからない」「うつさない」ために～
インフルエンザの流行に備えましょう
　毎年、秋から冬にかけてはインフルエンザの流行シーズンです。インフルエンザは、38度以上の発熱や
頭痛、関節痛、筋肉痛、全身の倦怠感などの症状が急激に発症するのが特徴です。感染力が高く、乳幼
児や高齢者、持病のある人などは重症化することもあります。流行を防ぐためにも、一人一人がインフル
エンザに「かからない」「うつさない」ことが重要です。

　インフルエンザ予防の基本は、原因となるウイルスを体に入れないことです。普段の生活で予防策を実
践し、インフルエンザから身を守りましょう。

　「インフルエンザかな」と思ったら、早めに受診し安静にすることが大切です。受診をして治療を受けま
しょう。熱が下がってもウイルスは体内に残っています。解熱後２日程度は自宅療養することが大切です。

　インフルエンザを発症した後、多くの場合は1週間程度で回復しますが、中には肺炎や脳症などの重い
合併症が現れ、重症化する場合があります。インフルエンザワクチンを接種することで、重症化を予防す
ることが期待できます。

　帰宅時や調理の前後、食事前などこまめに手を
洗いましょう。ウイルスは石けんに弱いため石け
んを使って洗うと効果的です。

しっかり手洗い

　空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低
下します。乾燥しやすい室内では加湿器を使い適
度な湿度（50～ 60％）を保ちましょう。

　現在、例年と比較し、関東地方での患者増加が目立ち、千葉県内においても風しん患者が増加しています。
　風しんの症状（発熱、発しん、リンパ節の腫れなど）があれば、事前に医療機関に電話してから受診をしましょう。

　30代から50代の男性や妊娠を希望される女性、妊婦と接触する機会が多い人のうち、予防接種歴や罹患歴がない
場合は、かかりつけ医と相談のうえ、予防接種を受けることをご検討ください。（平成31年1月から妊娠を希望される女
性と妊婦の夫などには予防接種費用の助成を予定しています。）

適度な湿度を保つ

　咳やくしゃみをする時は、
ティッシュなどで口と鼻をおさ
え、他の人から顔をそむけて、
なるべく離れてください。

口と鼻を覆う
　くしゃみや咳が出ている間
は、マスクを着用しましょう。
鼻と口の両方を確実に覆い、正
しい方法で着用してください。

マスクを着用
　鼻水やたんなどを含んだ
ティッシュは、すぐにゴミ箱に
捨てましょう。手は石けんでこ
まめに洗いましょう。

こまめに手洗い

　免疫力が弱っていると、インフルエンザウイルス
に感染しやすくなります。十分な睡眠とバランスの
よい食事を心がけ、免疫力を高めておきましょう。

ふだんの健康管理

　インフルエンザが流行してきたら、なるべく人
ごみや繁華街への外出を控えましょう。

人ごみを避ける

インフルエンザにかからないためにその１　

インフルエンザをうつさないためにその2　

インフルエンザの重症化を防ぐためにその3　

風しんが流行しています

風しんの予防接種を検討してください
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『環境ポスター』『環境標語コンテスト』
入賞者発表！おめでとうございます

　環境ポスターと環境標語を募集したところ、ポスターは６２８点、標語は６３２点の応募があり
ました。応募いただいた皆さん、ありがとうございました。

環境ポスター最優秀作品

『環境ポスター・環境標語コンテスト』入賞作品の展示

　環境ポスターと環境標語の入賞作品を下記の日程で展示しています。力作をどうぞご覧ください。

期　　 間 場　　 所

11月10日（土）～ 11月11日（日） 白浜フローラルホール

11月12日（月）～ 11月20日（火） 白浜地域センター

11月21日（水）～ 11月29日（木） 千倉保健センター

11月30日（金）～ 12月６日（木） 丸山地域センター

12月７日（金）～ 12月13日（木） 和田地域センター

12月14日（金）～ 12月20日（木） 三芳地域センター

12月21日（金）～ 12月27日（木） 富山地域センター

平成31年1月4日（金）～ 1月10日（木） とみうら元気倶楽部

環境ポスター

◆最優秀賞

◆特別賞　

　市長賞

　教育長賞　

　環境審議会長賞

◆優秀賞

　４年生の部　 

　５年生の部

　６年生の部

◆優良賞　　　　　

本
もとやま

山　　結
ゆい

（富山中２年）

髙
たかなし

梨　雄
ゆうせい

成（富山中３年）

本
ほんだ

田　花
か な

奈（富浦中１年）

水
みずの

野　結
ゆ い

衣（千倉中１年）

鈴
すずき

木　和
かずみ

巳（一般）

岩
いわほり

堀　里
り お

緒（富浦中２年）

小
おばた

幡　真
ま こ

子（嶺南中３年）

池
いけだ

田　柳
りゅうと

斗（富浦中３年）

佐
さ く ま

久間悠
はるな

菜（富山中１年）

青
あおき

木　風
ふうね

音（千倉小６年）

山
やまかわ

川　瑛
あきや

哉（南三原小４年）

平
ひらの

野　美
み お

桜（白浜小６年）

小
おだき

滝　理
り さ

紗（和田小５年）

鎌
かまた

田さとみ（三芳小４年）

青
あおき

木野
の の こ

乃心（千倉小５年）

加
かとう

藤　千
ちひろ

尋（千倉小６年）

吉
よしだ

田　　夢
ゆめ

（富浦小６年）

長
は せ が わ

谷川結
ゆいと

人（富山小５年）

加
かとう

藤　陽
ひ な

菜（三芳小６年）

髙
たかぎ

木　祐
ゆうた

太（白浜小６年）

神
かんさく

作　飛
と あ

空（千倉小５年）

折
おりはら

原　杜
と わ

和（南小４年）

山
やまもと

本　彩
あやか

加（和田小６年）

加
かとう

藤　和
ほのか

花（南三原小５年）

環境標語

◆最優秀賞

◆優秀賞

◆優良賞

表彰者の皆さん
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　私が、年に一回必ずホームシックになる時というとサンクスギビング（感謝祭）です。サンクスギビングは、毎年11月
の第４木曜日に開催され、恵まれていることに感謝する日です。親戚が集まり、一日料理をしたり、食べたり、好きな
形で祝ったりします。例えば、私の家族は毎年言葉ゲームのスクラブルとトランプゲームのスプーンズをします。
　一番伝統的な料理は、家族によって料理が変わりますが、ローストターキー、スタッフィング、クランベリーソース、
パンプキンパイです。私が一番好きなのは、サンクスギビングの日にしか食べないものである
ハーブと野菜ミンチを混ぜて押しつぶしたパン、つまりスタッフィングです。
　私は、クリスマスよりもサンクスギビングが好きです。なぜなら、中心はプレゼントではな
く、家族と過ごすことだからです。プレゼントは、自分の存在であり…プラス一皿か二皿を持
参する料理だけです。
　今は、親戚とサンクスギビングを過ごすことが出来なくて寂しいですが、私はまだ感謝する
べきものがいっぱいあると思います。

　The one time of year I always get homesick is Thanksgiving. Held every year on the fourth Thursday 
of November, Thanksgiving is a day to give thanks for your blessings. Relatives gather at a family 
member's house and spend the whole day cooking, eating, and celebrating in whatever way they like. 
For example, my family plays the word game Scrabble and card game Spoons every year. 
　Dishes vary from family to family, but the most iconic foods are a roast turkey, stuffing, cranberry 
sauce, and pumpkin pie. My favorite is stuffing, mashed breadcrumbs with herbs and minced 
vegetables, which we only eat on Thanksgiving.
　I love Thanksgiving more than Christmas because the focus isn't on presents, but on spending time 
with family. All you bring is the gift of self ‒ and a dish or two. 
　I really miss spending Thanksgiving with my relatives, but I know I still have many things to be 
thankful for.

南房総市国際交流員
文・訳　アビゲイル・クロッカー

アメリカの感謝祭

American Thanksgiving

15アビーのつまらないものですが…

　

消費生活相談窓口
　市消費生活相談　  ３３－４３００
　10：30～ 15：30
　＊ 来所による相談を週2回、受け付けています。
詳しくは、広報お知らせ版をご覧ください。

　 　 　商工課　  ３３－１０９２

　県消費者センター ０４７－４３４－０９９９
　 9：00～ 16：30
　＊ 日曜・祝祭日を除く。

　

誰
も
が
聞
き
覚
え
の
あ
る
大
手
電
力
会

社
名
を
名
乗
っ
て
行
わ
れ
る
詐
欺
行
為
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
〇
〇
電
力
で
す
が
、
お
宅
の
電
気
料

金
が
安
く
な
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
家
族
構

成
・
料
金
の
引
き
落
と
し
口
座
を
お
尋
ね

し
ま
す
。」た
と
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
〇
〇
電
力
」の
名
を
利
用
し
た
詐
欺
業

者
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
す
。

　

電
話
に
応
じ
て
家
族
構
成
や
銀
行
預
金

口
座
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
振
り
込
み
を
請

求
さ
れ
た
、
さ
ら
に
集
金
と
称
し
て（
詐

欺
）業
者
が
直
接
自
宅
を
訪
問
し
て
き
た
、

と
い
う
事
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
〇
〇
電
力
」な
ど
、
相
手
が
聞
き
覚
え

の
あ
る
名
前
を
名
乗
る
場
合
に
は
、
簡
単

に
信
用
す
る
こ
と
な
く
、
〇
〇
電
力
の
ど

こ
部
署
に
所
属
す
る
、
何
と
い
う
名
前
の

担
当
者
な
の
か
、
そ
の
所
在
地
・
連
絡
先

は
ど
こ
な
の
か
、
十
分
に
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
え
で
話
し
を
す
る

必
要
が
あ
る
の
な
ら
、
い
っ
た
ん
電
話
を

切
っ
て
あ
ら
た
め
て
こ
ち
ら
か
ら
電
話
を

「
〇
〇
電
力
で
す
。
電
気
料
金
が
安
く
な
り
ま
す
」

と
い
う
電
話
に
ご
注
意
！

か
け
直
す
と
い
う
慎
重
な
対
応
が
必
要
で

す
。

　

た
だ
し
、
電
気
料
金
に
限
ら
ず「
料
金
が

安
く
な
る
」と
い
う
勧
誘
が
し
つ
こ
く
な
さ

れ
る
場
合
に
は
、
消
費
者
側
の
不
利
な
条

件
が
隠
さ
れ
て
お
り
、「
こ
ん
な
は
ず
で
は

な
か
っ
た
」と
い
う
結
果
を
招
く
こ
と
が
多

い
と
い
う
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
。
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む
か
し
、
白
子
の
三
嶋
に『
光
木
』と
呼
ぶ
大
き
な
木
が
あ
り
ま
し
た
。

今
、
そ
の
木
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
木
が『
光
木
』と
名
付
け
ら
れ

た
謂
れ
は
、
古
老
た
ち
に
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
む
か
し
、
三
嶋
の
ど
こ
だ
っ
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
い
た
ず

ら
っ
子
が
三
人
ほ
ど
で
遊
ん
で
い
ま
す
と
、
突
然
大
雨
が
降
り
だ
し
、
そ

れ
と
同
時
に
稲
妻
が
走
り
、
雷
が
鳴
っ
て
き
た
と
い
う
の
で
す
。

　

三
人
の
子
供
た
ち
は
、
び
っ
く
り
仰
天
。
恐
ろ
し
く
な
っ
て
し
ま
い
、

大
急
ぎ
で
家
に
帰
ろ
う
と
し
て
駆
け
出
し
た
と
こ
ろ
、
慌
て
て
い
た
た

め
、
道
端
に
生
え
て
い
た
大
き
な
木
に
、
三
人
と
も
次
々
に
ぶ
つ
か
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

す
る
と
、
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
不
思
議
な
こ
と
が
起
き
た
の
で
す
。

そ
の
木
に
ぶ
つ
か
っ
た
瞬
間
、
火
花
が
散
り
、
ピ
カ
ッ
と
光
っ
た
と
い
う

の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
そ
の
話
を
聞
い

た
三
嶋
の
人
た
ち
は
、
い
つ
と
か
は
な

く
、
そ
の
木
を『
光
木
』と
呼
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
樹
木
は
、
年
輪
を

重
ね
大
木
に
な
り
ま
す
と
、
不
思
議

な
霊
力
を
宿
す
と
昔
か
ら
言
わ
れ
ま

す
が
、
三
嶋
の『
光
木
』も
そ
の
よ
う

な
一
樹
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。

｢三嶋の光
ひかりぎ 

木 ｣

第 150 話
生
いくいな

稲謹
きん

爾
じ

児
童
虐
待
防
止
の
た
め
に
、
あ
な
た
が
で

き
る
こ
と

・ 

子
育
て
中
の
親
子
に
、
優
し
い
ま
な
ざ

し
を
お
願
い
し
ま
す
。

・ 

子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人
は
、
ひ
と
り

で
抱
え
込
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

虐
待
で
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
は
我
慢

し
な
い
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「
虐
待
か
も
…
」と
思
っ
た
ら
、
市
児
童
相

談
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

・ 

相
談
窓
口
は
子
ど
も
教
育
課
で
す
。

　
（
☎
46
―
２
９
６
６
）

・ 

南
房
総
市
は
、
君
津
児
童
相
談
所
が
窓

口
で
す
が
、
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ

イ
ア
ル
１
８
９（
イ
チ
ハ
ヤ
ク
）に
電
話
を

す
れ
ば
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
児
童
相

談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

子
ど
も
や
保
護
者
の
こ
ん
な
サ
イ
ン
を
見

落
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

■
子
ど
も
に
つ
い
て

・ 

く
り
か
え
し
子
ど
も
の
泣
き
叫
ぶ
声
や

保
護
者
の
怒
鳴
り
声
が
す
る
。

・ 

不
自
然
な
傷
や
打
撲
の
跡
が
あ
る
。

・ 

衣
類
や
か
ら
だ
が
い
つ
も
汚
れ
て
い
る
。

・ 

落
着
き
が
な
く
乱
暴
で
あ
る
。

・ 

表
情
が
乏
し
い
。
活
気
が
な
い
。

・ 

夜
遅
く
ま
で
一
人
で
家
の
外
に
い
る
。

■
保
護
者
に
つ
い
て

・ 

地
域
な
ど
と
交
流
が
少
な
く
孤
立
し
て

い
る
。

・ 

小
さ
い
子
ど
も
を
家
に
お
い
た
ま
ま
外

出
し
て
い
る
。

・ 
子
育
て
に
関
し
て
拒
否
的
・
無
関
心
／

強
い
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
。

・ 

子
ど
も
の
け
が
に
つ
い
て
不
自
然
な
説

明
を
す
る
。

子
ど
も
が
安
全
に
そ
し
て
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
を
！

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

殴る、蹴る、叩く、投
げ落とす、激しく揺さ
ぶる、やけどを負わせ
る、溺れさせるなど

身体的虐待

家に閉じ込める、食事を
与えない、ひどく不潔に
する、自動車の中に放置
する、病気になっても病
院に連れて行かないなど

ネグレクト

子どもへの性的行為、
性的行為を見せる、ポ
ルノグラフィの被写体
にするなど

性的虐待

言葉による脅し、無視、
きょうだい間での差別
的扱い、子どもの目の
前で家族に対して暴力
をふるう（ＤＶ）など

心理的虐待
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　県内で農業や林業、漁業に取り組もうとする人や
農業法人への就職を考えている人へ、情報提供や個
別相談を行います。また、新規就業した人から体験
談を聞き、アドアドバイスを受けることができます。
と　き／12月１日（土）　10：00～15：00
ところ／蘇我コミュニティセンター４階（千葉市）
　千葉県農林水産部担い手支援課

　　☎０４３－２２３－２９０４
　　（公社）千葉県園芸協会　
　　☎０４３－２２３－３００８　

今月の掲示板

　障害者の就労など社会活動の参加を促進するた
め、運転免許取得に要する費用の一部を助成します。
対象者／身体障害者手帳１級から４級まで、また
は千葉県の療育手帳の交付を受けた市内に住所の
ある人で、運転免許試験の受験資格を有し、免許
取得により就労が見込まれるなど、社会活動への
参加に効果があると認められる人（原則１人につき
１回に限ります）。
対象経費／入所料、教材費、適性検査料、教習
料、検定料、仮免許申請料の３分の２以内
助成額／上限額は１０万円
申請時期／免許取得前または取得後の６か月以内

　 　社会福祉課　☎３６－１１５１　
　　　　　　　　　  ３６－１１３３

　 自動車運転免許取得に要する費用の
　  一部を助成します

有料広告

【１回目】12月３日（月） 13：15～15：30
講演：「知ってあんしん　糖尿病の予防と治療」
講師：生方内科クリニック院長　生方英一医師
【２回目】12月17日（月） 13：15～15：30
講話：「糖尿病予防の食事のキホン
　　　～実践につながる食事のコツ～」　　
講師：管理栄養士
【３回目】平成31年１月15日（火） 13：15～15：30
講話・実技：「生活習慣病予防のための運動について
　　　～さよなら三日坊主！これならできる運動～」
講師：松永醫院　理学療法士　嶌田一幸氏
ところ／三芳保健福祉センター
持ち物／総合検診結果通知表、筆記用具、健康手
帳（持っている人）、３回目は、運動のできる服装・
室内シューズ
定　員／30人　　申込期限／11月26日（月）

　 　健康支援課　☎３６－１１５２

　 生活習慣病予防教室

　 千葉県農林水産就業相談会

　市の給食を食べてみたい！という人であれば誰で
も参加可能な「給食レストラ
ン、」を開催します。
　地域の食材を活かした、
日本一おいしい学校給食を
味わってみませんか？

とき・ところ
　南三原小学校　11月27日（火）・28日（水） 両日20食
　白浜中学校　　12月13日（木）・14日（金） 両日20食
　富山学園　　　１月29日（火）・30日（水） 両日20食
時　間／12：00～13：00　料　金／３００円
申込方法／開催日の２週間前までに、子ども教育課
へ電話で申し込んでください。

　 　子ども教育課　☎４６－２９６６

　 日本一おいしい学校給食を味わってみ
ませんか？

千葉県最低賃金改正のお知らせ
　10月１日から千葉県最低賃金が時間額８９５円
（従来のから27円引上げ）に改正されました。
※ 最低賃金の詳しい内容につきましては、千葉
労働局労働基準部賃金室（☎０４３－２２１－
２３２８）または最寄の労働基準監督署にお問い
合わせください。
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　11月25日から12月１日まで間は「犯罪被害者週間」で
す。千葉県警では、犯罪に遭いお困りの人のために、
相談窓口を開設しています。
相談サポートコーナー　☎０４３－２２７－９１１０
女性被害１１０番　　　☎０４３－２２３－０１１０
少年センター　　　　　☎０１２０－７８３４９７
女性相談所　　　　　☎０１２０－０４８２２４
 （メールでの相談）tekkeisoudan@police.pref.chiba.jp
暴力団相談　　　　　☎０４３－２５４－８９３０
　館山警察署　☎２３－０１１０

　今年度も各行政区、日赤奉仕団などを通して、日本
赤十字社活動資金を募集したところ、多くの皆さんに
ご協力をいただき、６，９２０，７５０円（11,979件）の温
かい善意をお寄せいただきました。心よりお礼申し上
げます。
　赤十字活動は、皆さんの温かいご支援により支えら
れています。今後ともご支援をいただけますようお願
いいたします。

　館山税務署では、平成30年分の確定申告に向けて、所得税の青色申告決算書または収支内訳書の作
成や消費税などの決算方法などについて、下記の日程で説明会を開催します。
　なお、この説明会では、会場の提供において、館山青色申告会の協力をいただいております。

※ご来場の際には、筆記具を携行してください。
※法青会館の駐車場は台数に限りがありますので、車でのご来場はご遠慮ください。
※席数に限りがありますので、着座できない場合があります。
　館山税務署　個人課税第1部門　☎０４７０－２２－０１０１（内線：42）

　小・中学校における講師（臨時的任用・非常勤等）
を募集します。
と　き／12月３日（月）登録開始13：00（受付12：30～）
ところ／南房総教育事務所安房分室
募集職種／小・中学校教員、養護教諭、学校栄養
士、学校事務職員
持ち物／筆記用具、印鑑、写真（新規：縦４㎝×横３
㎝２枚、縦６㎝×横４．５㎝３枚　再登録：縦４㎝×
横３㎝２枚）、免許状（原本）および写し（両面コピー）
１部、履歴のわかるメモ（小学校・中学校・高等学
校・大学の卒業年月日及び職歴）
※ 教員・養護教諭は教員免許状、学校栄養士は栄養
士免許状が必要です。
※原本は確認後に返却します。（新卒者不要）
その他／平成29年度講師に登録の人も再登録手続き
が必要となります。また、平成30年度中に講師を希
望する場合は、事前に連絡してください。

　教育庁南房総教育事務所管理課
　　☎０４３８－２５－１３１１

　 犯罪でお困りの人への相談窓口

　 日本赤十字社活動資金のお礼

　  平成31年度講師登録会

自動車税の滞納処分を強化します
　
　千葉県は、自動車税の未納額の縮減のため、10月から
５月までを滞納整理強化期間とし、給与・預金・自動車
などの差押えを一層強化します。
　自動車税が未納の場合は、至急納付ください。
　千葉県館山県税事務所　☎２２－７１１７

　　千葉県総務部税務課　　☎０４３－２２３－２１２７ 差押え自動車の引揚げ例

開催日時 説明対象者 会　場

12月3日（月）
10：00～12：00 事業所得者・不動産所得者 鴨川市役所４階会議室

（鴨川市横渚1450）13：30～16：00 事業所得者・農業所得者

12月4日（火）
９：30～12：00 事業所得者・不動産所得者 法青会館３階会議室

（館山市北条1491-1）13：30～16：00 事業所得者・農業所得者

決算説明会開催
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　寺伝によれば683～707年に役
えんのおづぬ

小角によって小さな庵が建
てられ、その庵が養老2年（718年）に一

いっけんしめん

間四面のお堂に建て
替えられ、寺名を『巨

こまつざんだんとくじ

松山檀特寺』となったのが始まりとされ
ています。
　その後しばらくの間、寺院として使われなくなっていました
が、延

えんぎ

喜 20年（920年）国
こくし あわのかみ すみよしのあそん こまつみんぶ まさかず

司安房守住吉朝臣小松民部正壽に
より再建され、寺名を『檀

だんとくさんいおういんこまつじ

特山医王院巨松寺』と改められました。
この時に七

しちどうがらん

堂伽藍が整い、薬師如来が祀られました。
　一時的に、寺院として機能が衰えることがあったようですが、
中世や近世には里

さとみよしやす

見義康や徳
とくがわいえやす

川家康から寄進を受けるなど大名
からの庇護を受ける寺院になりました。
　安
あんせい

政元年（1854）に火災により全焼しましたが、再建され現
在の小松寺の形になりました。再建時期は明らかにはなってい
ませんが、安政2年（1855）の彫刻が残されていることからこ
の時期ではないかと考えられています。

　小松寺1300年を記念して、60年に一
度しか公開されない県指定有形文化財（彫
刻）の「木

もくぞうやくしにょらいりゅうぞう

造薬師如来立像」が公開され
ます。１本のカヤ材から造った一本造りで、
平安時代前期の９世紀に遡る作品です。
　貴重な機会なのでぜひご覧ください

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
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月
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問
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へ
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願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

　公開については石堂寺・真野寺・小松寺の
各寺院にお問い合わせください。

公
開

～南房総市内の文化財を紹介します～　 　教育委員会生涯学習課 ☎46－2963シリーズ

安
あわくにふだかんのんれいじょう

房国札観音霊場の20番石堂寺、25番真
ま の じ

野寺、26番小
こ ま つ じ

松寺が特別公開を実施します。
　石堂寺は、11月24日（土）・25日（日）の9：00～ 16：00に公開、真野寺は11月23日（金）の9：00～
16：00に内

ないじん

陣の公開、小松寺は11月16日（金）～12月9日（日）に開基1300年に併せた御開帳を実施し
ます。通常は非公開とされている仏像などが開帳されますので皆様お出掛けください。
　今回はまだこの連載で一度も紹介できていない小松寺について紹介します。

小松寺 開基1300年法会

○27

  各寺院の特別公開のお知らせ

・マナーを守って楽しく見学しましょう。
・ 見学する時は、所有者・管理者の指示に必ず従ってください。

木造薬師如来立像と十二神将立像


